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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年1月26日(2012.1.26)

【公表番号】特表2008-505148(P2008-505148A)
【公表日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-007
【出願番号】特願2007-519697(P2007-519697)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  41/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ  41/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年12月2日(2011.12.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　無痛性、特に攻撃性を包含する、すべての型のB細胞リンパ腫について新しい養生法を
使用することができるが、それはこれらの実施例に限定されない。
　本発明による放射線標識化抗体は、化学療法 (+/-非標識化抗CD20抗体) 単独で既に達
成可能な程度を超えて、患者の応答率および生存性を増加するであろう。
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